東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成30年11月1日(木)　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録:澁谷　育美
	西村
	上野
	内城
	松村
	澁谷
	織田
	下野
	成田
	松舘
	加藤
	西山

	〇
	休
	休
	深
	〇
	深
	〇
	準
	準
	〇
	休

	畑中
	兼平
	沼舘
	野村
	土橋
	工藤
	田端
	荒木田
	吉田
	佐々木
	大久保

	〇
	〇
	〇
	休
	早退
	休
	〇
	　〇
	休
	準
	深

	三浦
	甲地
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〇
	〇
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・特記事項無
＜患者様連絡事項＞
・立桶　真樹子様～療養環境変更目的にて、西病棟Ａユニット48号室へ転出となっている。
・三浦　幹様～退院前訪問が11/9午後実施予定となる。PSW・病棟看護師が訪問予定となっている。訪問看護も導入予定となっている。母様は訪問看護師の訪問に同意している。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。対面時の声高さはあるが、妄想に関する発言はない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。午前中は付き纏い行為みられ30分で開放観察を終了する。入室後はドア蹴りあり。午後の開放では、奇声を発し徘徊している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。
・和田　昌様～終日隔離中。バイタルサインの異常や呼吸器症状はない。食事以外は、ほぼ臥床して過ごしている。引き続き精神症状と身体症状の観察を行うとともに、感染対策を徹底し早期に状態が改善出来るように看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・鹿原　博夫様～日中は微熱にて経過される。臀部瘻孔より淡血性排膿続いている。また左臀部硬結発赤あり。洗浄・消毒施行している。引き続き身体状態の観察を行っていく。
　　　　　　　　本日、兄様と市民病院外科に受診。今後市民病院での転院し加療方向。
・夏坂　浩美様～朝方に39.0℃の熱発あるが、日中は37.0℃台へ下降。顔面蒼白、倦怠感は持続している。
　　　　　　　　本日家族様と日赤病院受診し、泌尿器科にてさらに精査を行っていく方向。また呼吸器科にも受診していく流れとなっている。
　　　　　　　　全身状態の観察を引き続き行う。
・嶋守　敏雄様～午前中はホールで過ごし、帰宅要求や徘徊はみられない。午後からはホール内を徘徊している。
・神田　直樹様～スタッフオフィスを訪れての訴えの多さあり。時間を空けるように説明し、一時的には了解するが訴えの多さは続いている。
＜田名部Dr診察情報＞
・澤村　彬様～レボトミン(25)2T　2×朝夕→2×朝昼へ変更となる。
・藤井　孝蔵様～血尿ありリクシアナ中止しエリキュース(2.5)4T　2×朝夕、他同内容で7日分処方となる。また、掻痒感あるためオイラックスクリーム処方となる。
・小向　静江様～セルトラリン(25)1T中止となり、(75)→(50)へ減薬となる。また、粥食の検討進めて欲しいとの事。
・沢田　徳則様～リスペリドンOD錠(1)　2×朝夕→(2)　1×夕に変更となる。
・鎌田　慶一郎様～白癬の訴えありテルビナフィンクリーム処方となる。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・安達　貴浩様～白癬の訴えありテルビナフィンクリーム処方となる。
・袴田　将志様～左膝に腫脹あり疼痛訴えているためビーソフテンローション処方となる。臨時薬は同内容で7日分処方となる。
・木村　正志様、小澤　和子様、佐々木　尚子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
＜皮膚科診察情報＞
・小向　静江様～次回皮膚科時デブリ実施。両踵はアズノール軟膏塗布後、ガーゼ保護
　　　　　　　　の指示。
・鎌田　慶一郎様～両側趾間に発赤・稍湿潤ありテルビナフィン軟膏塗布の指示。
・中居　敬悦様～本人希望あり、デルモゾ―ルDP軟膏2本退院時処方。
（新規入院患者）
氏    名：三浦　正四郎様　（みうら　せいしろう様）

  生年月日：昭和2年7月18日　91歳

  病    名：前頭側頭葉変性症

  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Cユニット

  主治医  ：深澤Dr

  入院形態：医療保護入院

(経過）

　現在自宅にて会社を経営しながら単身生活を送っている。妻の認知症もあり、二人暮らしで本人が介護を行っていた。H28年10月頃、転倒により頚椎損傷で市民病院入院、その後、五戸総合病院に転院。一旦退院となったが、身体不調もあり再び五戸総合病院に入院。その後、特別養護老人ホームに入所したが、まもなく退所している。

　H29年より被害妄想やもの盗られ妄想の出現、長男に対して怒鳴ったりする。同年11月には、「泥棒に押しかけられた」と話すが物色された様子もなかった。通帳や印鑑が無くなったなどと話すこともあり、そのことを息子のせいにするなどの行動が続いていた。また、青森銀行窓口でトラブルになり、銀行から包括支援センターに電話があり、息子が銀行窓口で対応するなどの状況もあった。これまでの経緯から山崎内科を受診し、当センターの受診・入院相談となった。自宅での対応困難有る事からH30年11月1日当院初診、入院希望にて東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
・LTセット　プランA
・オムツプラン　②
・おやつ購入は私物発注用紙で購入可
